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1.  平成24年3月期の連結業績（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

 

(3) 連結キャッシュ・フローの状況 

  

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年3月期 16,294 △3.0 875 △33.3 898 △30.6 405 △41.7

23年3月期 16,789 △1.7 1,313 47.9 1,294 44.9 695 43.5

（注）包括利益 24年3月期 444百万円 （△37.0％） 23年3月期 705百万円 （11.8％）

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり

当期純利益
自己資本当期純利益

率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

24年3月期 82.65 ― 4.4 6.3 5.4
23年3月期 171.54 ― 8.2 9.7 7.8

（参考） 持分法投資損益 24年3月期  ―百万円 23年3月期  ―百万円

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

24年3月期 14,742 9,799 63.3 1,903.00
23年3月期 13,632 9,561 66.8 1,856.91

（参考） 自己資本   24年3月期  9,338百万円 23年3月期  9,112百万円

営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

24年3月期 1,418 △578 △649 1,986
23年3月期 1,834 △1,565 143 1,796

2.  配当の状況 

（注）23年３月期期末配当金の内訳 普通配当18円00銭、記念配当5円00銭 

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

23年3月期 ― 16.00 ― 23.00 39.00 176 22.7 2.1
24年3月期 ― 18.00 ― 18.00 36.00 176 43.6 1.9

25年3月期(予想) ― 18.00 ― 18.00 36.00 34.0

3. 平成25年 3月期の連結業績予想（平成24年 4月 1日～平成25年 3月31日） 
 

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率） 

 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 7,600 △6.2 270 △42.5 280 △43.0 150 △49.8 30.57
通期 16,700 2.5 880 0.5 900 0.1 520 28.2 105.97



※  注記事項 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無  

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更  ： 無

② ①以外の会計方針の変更  ： 無

③ 会計上の見積りの変更  ： 無

④ 修正再表示  ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年3月期 4,907,100 株 23年3月期 4,907,100 株

② 期末自己株式数 24年3月期 ― 株 23年3月期 ― 株

③ 期中平均株式数 24年3月期 4,907,100 株 23年3月期 4,054,285 株

※ 監査手続の実施状況に関する表示 
この決算短信は、金融商品取引法に基づく監査手続の対象外であり、この決算短信の開示時点において、財務諸表に対する監査手続が実施中です。 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際 
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料 2ページ「１．経営成績(１)経営成績に関する分析」をご覧く 
ださい。 
・当社は、平成24年５月30日（水）に投資家向け説明会を開催する予定です。この説明会で配布した資料等については、開催後速やかに当社ホームページに掲 
載する予定です。 
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(1）経営成績に関する分析 

  （当期の経営成績） 

 当連結会計年度におけるわが国経済は、東日本大震災の影響により、生産や輸出は大きく低下し、その後も電力

供給不足や欧州信用不安、急激な円高の影響などにより、景気は総じて低調に推移しました。年初以降は、円高の

修正や株価の回復基調など一部に明るい兆しは見られたものの、引き続き予断を許さない状況が続いております。

 当社グループが属します情報サービス産業においても、景気の先行き不安に伴い、企業のＩＴ関連投資に対する

慎重な姿勢は続いておりますが、事業継続や災害対策の強化に対する意識の高まりから、クラウドやデータセンタ

ー利用などのＩＴインフラに関する顧客ニーズの増加が見られました。 

 このような経営環境の中、当社グループは経営目標である「持続的に成長可能な経営基盤の構築」の実現のた

め、インターネットデータセンター（ＩＤＣ）を中心としたデータセンタービジネスの推進やシステム開発及び運

用体制の効率化推進により、経営基盤のさらなる強化に取り組んでまいりました。 

 まず、事業戦略面では、当社グループの事業の中核であるデータセンタービジネスの拡大に向け、「さいたまｉ

ＤＣ」の新センターである「さいたまセンター」の建設を推進し、３月にサービスを開始しました。また、給与計

算クラウドサービスやリモートバックアップサービスなどのクラウドサービスのラインナップ拡充や、光学式文字

読取装置（ＯＣＲ）及び高速印刷機器の更改、ＩＴサービスマネジメントの国際規格である「ISO20000」の認証取

得など、一層の競争力強化に努めました。 

 組織・体制面では、受注の拡大に向け営業要員を増員するとともに、提案型営業スタイルを推進するため営業プ

ロセスを再構築し、組織営業力の強化を図りました。また、品質向上に向けたプロジェクト管理ツールの更改など

ソフトウエア開発体制を強化するほか、新センターの稼働に併せ、ファシリティマネジメントグループを新設し、

設備の管理運営の体制強化を図りました。 

 当連結会計年度の業績につきましては、情報処理サービスやシステム機器販売は堅調でありましたが、自治体及

び一般法人向けソフトウエア開発や金融機関向け機器設置等のスポット案件が減少したことなどにより、売上高

は、16,294百万円（前年同期比3.0％減）となりました。 

 利益面では、売上高の減少のほか、新センター開設に伴う費用や電力抑制対応費用、販売管理費の増加及びソフ

トウエア開発における不採算プロジェクトの発生等により、営業利益は875百万円（前年同期比33.3％減）、経常

利益は898百万円（同30.6％減）、当期純利益は405百万円（同41.7％減）となりました。 

  

 セグメント別の業績に関しては以下のとおりであります。 

  

（情報処理サービス） 

 受託計算やアウトソーシング及びＩＤＣサービスなどの安定的な継続案件を中心に、売上高は8,081百万円

（前年同期比0.4％減）、セグメント利益は1,352百万円（同8.6％減）となりました。 

  

（ソフトウエア開発） 

 自治体及び一般法人向けソフトウエア開発案件が減少したことにより、売上高は4,929百万円（前年同期比

5.4％減）、セグメント利益は、売上高の減少によるもののほか、自治体及び一般法人における不採算プロジ

ェクトの発生により606百万円（同29.1％減）となりました。 

  

（その他情報サービス） 

 金融機関向け機器設置等のスポット案件や自治体向けのパッケージソフトの販売が減少したことにより、売

上高は2,100百万円（前年同期比7.4％減）、セグメント利益は221百万円（同4.8％減）となりました。 

  

（システム機器販売） 

 一般法人向け販売を中心に、売上高は1,183百万円（前年同期比1.6％減）、セグメント利益は82百万円（同

21.9％減）となりました。 

１．経営成績
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    （次期の見通し）  

 景気は一部に回復の兆しは見られたものの、経済動向や国内景気の先行きは不透明であり、しばらくは厳しい状

況が続くものと思われます。当社グループが属します情報サービス業界においても、景気の先行き不安に伴う企業

の投資抑制やＩＴ投資の見直しなど、引き続き厳しい経営環境が予想されます。 

 こうした環境のなかで次期（25年３月期）の売上の見通しにつきましては、依然厳しい環境に変わりありません

が、新センターの本格稼働に伴いデータセンタービジネスを中心とした中核事業に一層注力すること、また既存顧

客の機器更改も見込めることなどから増収を見込んでおります。 

 費用面では、新センターに係わる費用負担増等があるものの、品質の向上や業務効率化による経費の抑制を図る

ことにより、利益は前事業年度並みを見込んでおります。 

 以上より通期（25年３月期）の連結の業績見通しは以下の通りであります。 

（％表示は、対前期増減率） 

※上記に記載した予想数値は、現時点での入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を

含んでおります。実際の業績等は、状況の変化等により上記予想数値と異なる場合があります。 

  

(2）財政状態に関する分析 

  ① 資産、負債及び純資産の状況 

    当連結会計年度末の資産につきましては、新センターの完成による建物及び構築物やリース資産の増加等によ

り、資産合計は前連結会計年度末比、1,110百万円増加し、14,742百万円となりました。 

    負債につきましては、新センターの設備投資によるリース債務の増加や、買掛金の増加等により、負債合計は、

前連結会計年度末比、872百万円増加し、4,943百万円となりました。 

純資産につきましては、当期純利益計上等に伴う利益剰余金の増加等により、純資産合計は前連結会計年度末比

238百万円増加し、9,799百万円となりました。 

  

セグメント 

平成23年３月期 

（前連結会計年度） 

平成24年３月期 

（当連結会計年度） 
前連結会計年度比 

金額(百万円) 構成比(％) 金額(百万円) 構成比(％) 金額(百万円) 増減率(％) 

情報処理サービス 8,110 48.3 8,081 49.6 △ 28 △0.4 

ソフトウエア開発 5,209 31.0 4,929 30.3 △279 △5.4 

その他情報サービス 2,267 13.5 2,100 12.9  △167 △7.4 

システム機器販売 1,202 7.2 1,183 7.3  △ 19 △1.6 

合  計 16,789 100.0 16,294 100.0 △495 △3.0 

  
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

連結 16,700  2.5 880  0.5 900  0.1 520  28.2
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② 当期のキャッシュ・フローの状況 

当連結会計年度末における現金及び現金同等物（以下、資金）は、前連結会計年度末に比べ190百万円増加し、

1,986百万円（前年同期比10.6％増）となりました。 

当連結会計年度におけるキャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

  

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

  営業活動の結果、得られた資金は1,418百万円（同22.7％減）となりました。 

主な増加要因は、税金等調整前当期純利益851百万円、減価償却費972百万円を計上したこと等によるものです。

また主な減少要因は、法人税等509百万円を納付したこと等によるものです。 

  

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

  投資活動の結果、使用した資金は、578百万円（同63.0％減）となりました。 

 主な減少要因は、有形固定資産の取得による支出2,784百万円、有価証券の取得による支出2,050百万円でありま

す。また、主な増加要因は、有価証券の売却による収入4,450百万円であります。 

  

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動の結果、使用した資金は、649百万円（前年同期は143百万円の収入）となりました。 

主な減少要因は、リース債務の返済による支出437百万円、配当金の支払い200百万円によるものです。 

  

  

（参考） キャッシュフロー関連指標の推移 

自己資本比率: 自己資本／総資産 

キャッシュ・フロー対有利子負債比率： 有利子負債／キャッシュ・フロー 

インタレスト・カバレッジ・レシオ： キャッシュ・フロー／利払い 

 （注１）いずれも連結ベースの財務数値により計算しております。 

 （注２）キャッシュ・フローは、営業キャッシュ・フローを利用しております。 

 （注３）有利子負債は連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている全ての負債を対象として

おります。 

  

(3）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当 

  当社は、株主の皆様への利益還元を経営の重要課題の一つと位置づけ、企業体質の強化と今後の積極的な事業展

開に必要な内部留保の充実を勘案したうえで、安定した配当を継続的に実施することを基本方針としております。

 内部留保につきましては、今後予想される経営環境の変化に対応すべく、今まで以上にコスト競争力を高め、市場

ニーズに応える技術・製造開発体制を強化するために有効な投資を行い、将来の業績の向上を通じて、株主の皆様

への利益還元を図っていく所存であります。 

  このような方針のもと、中間配当金につきましては、１株当たり18円を実施いたしました。期末配当金につきま

しては、１株当たり18円といたします。これにより中間配当金と合わせた年間配当金は１株当たり36円となりま

す。 

   次期の１株当たり年間配当金につきましては、上記の方針に則り、36円（中間配当金18円、期末配当金18円）を

予定しております。 

  

  平成23年３月期 平成24年３月期 

自己資本比率（％）  66.8  63.3

キャッシュ・フロー対有

利子負債比率（年） 
 0.5  1.1

インタレスト・カバレッ

ジ・レシオ（倍） 
  50.4   52.5
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(1）会社の経営の基本方針 

    当社グループは、お客様とともに未来を創造し、ＩＴで夢のある社会づくりに貢献することを企業理念として、

多様な情報化ニーズにお応えすべく、ソフトウエア開発と運用が一体となった柔軟でスピーディーなＩＴソリュー

ションを基盤とした総合情報サービス企業として、お客様に満足感のあるサービスを提供することを使命として経

営に努めております。 

  

(2）目標とする経営指標 

    当社グループは、株主はじめ全てのステークホルダーの期待に応えるためにはいたずらに企業規模の拡大のみを

追及することなく、資本の有効活用や経営の効率化を図りつつ利益を増加させることによって企業価値を高めるこ

とであると考えております。経営指標としては、収益力を表す営業利益を重視しております。  

  

(3）中長期的な会社の経営戦略と対処すべき課題 

    情報サービスの社会における役割は、企業における経営効率化や、公共分野におけるコスト削減及びサービスの

迅速化を図るための必要な社会基盤として、通信技術や開発技術の急速な進歩とともに一層高まっており、今後も

拡大していく市場であると認識しております。また、ＩＴ資産の「所有から利用へ」の流れが進む中、クラウドの

利用拡大や企業の海外進出に伴うグローバル化対応など、情報サービスを取り巻く環境や顧客ニーズは大きく変化

しております。 

 こうした事業環境のもと、当社グループの企業理念である「お客様とともに未来を創造し、ＩＴで夢のある社会

づくりに貢献する」ことを実践していくことが当社グループの企業価値を高め、ステークスホルダーの期待に応え

られるものと認識し、経営目標である「持続的に成長可能な経営基盤の構築」を着実に推進すべく、下記課題に取

り組んでおります。 

  

① データセンタービジネスの強化 

 新センターの建設によりＩＤＣサービスのキャパシティが大幅に増強されたことで、販売推進体制をさらに

強化し拡販してまいります。また、周辺サービス（データの入力から処理、出力、後処理まで）やシステム運

用サービスの一層の競争力強化を行うとともに、クラウドなどのサービスの拡充を図るなど、データセンター

ビジネスを強化してまいります。 

  

② ＳＩビジネスの強化 

 ソフトウエア開発プロセスを見直し、品質と生産性のさらなる向上を図ることで、ソフトウエア開発の競争

力を強化してまいります。さらに、クラウドに代表される「所有から利用へ」とした顧客ニーズの変化や多様

化への対応力を強化してまいります。 

  

③ 営業力の強化 

 営業育成プログラムに基づき営業担当者のさらなるスキルアップを図るとともに、提案型営業スタイルを定

着化させ、組織営業力を強化してまいります。併せて販売チャネルの強化拡大やＡＧＳブランドの確立、営業

支援ツールの充実などの営業力強化に向けた取り組みを推進してまいります。 

  

④ 競争力強化に向けた人材育成 

 データセンタービジネスとＳＩビジネスの拡大に必要となる高度なテクニカルスキルやシステム運用能力及

びＩＴソリューション能力を有する人材など、変化が著しいＩＴビジネス環境に対応可能な市場価値の高い人

材を継続的に育成してまいります。 

  

⑤ コーポレート・ガバナンスの充実 

 コーポレート・ガバナンスの充実による経営の健全性、透明性の維持が不可欠であるとの認識のもと、自律

的な内部統制の体制をさらに強化してまいります。また、対外的には、企業活動を通じて得た収益の一部を環

境保全活動などに投じることにより、「地域と共に成長する」という当社グループの企業理念を実践するため

の社会貢献活動も進めてまいります。 

  

２．経営方針
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３．連結財務諸表 
（１）連結貸借対照表 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,085,888 1,065,223 

受取手形及び売掛金 2,405,501 2,490,786 

有価証券 3,511,070 1,171,701 

商品 147,520 49,440 

仕掛品 88,017 61,972 

原材料及び貯蔵品 13,980 13,180 

繰延税金資産 327,614 306,259 

その他 85,230 270,369 

貸倒引当金 △8,878 △2,904 

流動資産合計 7,655,945 5,426,029 

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 979,929 3,999,281 

減価償却累計額 △474,145 △550,787 

建物及び構築物（純額） 505,784 3,448,494 

機械装置及び運搬具 1,333,708 1,503,440 

減価償却累計額 △1,052,991 △1,094,902 

機械装置及び運搬具（純額） 280,716 408,537 

工具、器具及び備品 486,370 573,427 

減価償却累計額 △349,113 △347,718 

工具、器具及び備品（純額） 137,257 225,708 

土地 1,572,515 1,572,515 

リース資産 1,720,198 1,971,694 

減価償却累計額 △954,281 △1,025,058 

リース資産（純額） 765,916 946,635 

建設仮勘定 663,400 52,483 

有形固定資産合計 3,925,590 6,654,375 

無形固定資産   

のれん 846 － 

ソフトウエア 359,733 451,419 

リース資産 84,860 534,322 

その他 41,767 74,717 

無形固定資産合計 487,206 1,060,459 

投資その他の資産   

投資有価証券 828,251 940,024 

繰延税金資産 286,133 259,920 

その他 449,559 402,936 

貸倒引当金 △523 △937 

投資その他の資産合計 1,563,421 1,601,943 

固定資産合計 5,976,218 9,316,778 

資産合計 13,632,163 14,742,808 
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（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

買掛金 616,605 779,935 

リース債務 423,617 426,354 

未払費用 761,643 823,142 

未払法人税等 332,016 180,748 

受注損失引当金 1,086 6,431 

製品保証引当金 38,326 43,576 

その他 629,348 684,309 

流動負債合計 2,802,643 2,944,497 

固定負債   

リース債務 484,052 1,105,273 

退職給付引当金 609,792 647,115 

長期未払金 154,088 197,791 

負ののれん 19,778 13,273 

その他 685 35,665 

固定負債合計 1,268,397 1,999,118 

負債合計 4,071,040 4,943,616 

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,398,557 1,398,557 

資本剰余金 473,557 473,557 

利益剰余金 7,177,961 7,382,319 

株主資本合計 9,050,075 9,254,433 

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 61,949 83,767 

その他の包括利益累計額合計 61,949 83,767 

少数株主持分 449,097 460,991 

純資産合計 9,561,122 9,799,191 

負債純資産合計 13,632,163 14,742,808 
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（２）連結損益及び包括利益計算書 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 

 至 平成23年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

売上高 16,789,975 16,294,142 

売上原価 12,552,695 12,340,616 

売上総利益 4,237,280 3,953,526 

販売費及び一般管理費 2,923,310 3,077,688 

営業利益 1,313,969 875,838 

営業外収益   

受取利息 8,660 4,937 

受取配当金 15,089 20,143 

貸倒引当金戻入額 － 6,025 

負ののれん償却額 6,505 6,505 

補助金収入 6,000 － 

その他 12,555 13,046 

営業外収益合計 48,810 50,657 

営業外費用   

支払利息 36,396 27,026 

株式交付費 10,739 － 

株式公開費用 21,000 － 

その他 176 514 

営業外費用合計 68,313 27,541 

経常利益 1,294,467 898,954 

特別利益   

貸倒引当金戻入額 5 － 

事務所移転費用引当金戻入額 3,210 － 

受取補償金 － 60,455 

負ののれん発生益 20,043 － 

その他 － 2,500 

特別利益合計 23,259 62,955 

特別損失   

固定資産除却損 33,227 54,673 

投資有価証券評価損 10,081 3,337 

賃貸借契約解約損 10,656 － 

事務所移転費用 － 46,312 

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 17,400 － 

その他 4,702 5,984 

特別損失合計 76,067 110,308 

税金等調整前当期純利益 1,241,659 851,601 

法人税、住民税及び事業税 416,641 386,440 

法人税等調整額 107,959 42,957 

法人税等合計 524,600 429,398 

少数株主損益調整前当期純利益 717,058 422,202 

少数株主利益 21,583 16,653 

当期純利益 695,475 405,548 
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（単位：千円）

前連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成23年４月１日 

 至 平成24年３月31日) 

少数株主利益 21,583 16,653 

少数株主損益調整前当期純利益 717,058 422,202 

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △12,048 21,817 

その他の包括利益合計 △12,048 21,817 

包括利益 705,010 444,019 

（内訳）   

親会社株主に係る包括利益 683,427 427,366 

少数株主に係る包括利益 21,583 16,653 
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（３）連結株主資本等変動計算書 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

株主資本   

資本金   

当期首残高 1,000,000 1,398,557 

当期変動額   

新株の発行 398,557 － 

当期変動額合計 398,557 － 

当期末残高 1,398,557 1,398,557 

資本剰余金   

当期首残高 75,000 473,557 

当期変動額   

新株の発行 398,557 － 

当期変動額合計 398,557 － 

当期末残高 473,557 473,557 

利益剰余金   

当期首残高 6,610,486 7,177,961 

当期変動額   

剰余金の配当 △128,000 △201,191 

当期純利益 695,475 405,548 

当期変動額合計 567,475 204,357 

当期末残高 7,177,961 7,382,319 

株主資本合計   

当期首残高 7,685,486 9,050,075 

当期変動額   

新株の発行 797,114 － 

剰余金の配当 △128,000 △201,191 

当期純利益 695,475 405,548 

当期変動額合計 1,364,589 204,357 

当期末残高 9,050,075 9,254,433 

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金   

当期首残高 73,997 61,949 

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △12,048 21,817 

当期変動額合計 △12,048 21,817 

当期末残高 61,949 83,767 

その他の包括利益累計額合計   

当期首残高 73,997 61,949 

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △12,048 21,817 

当期変動額合計 △12,048 21,817 

当期末残高 61,949 83,767 
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（単位：千円）

前連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成23年４月１日 

 至 平成24年３月31日) 

少数株主持分   

当期首残高 499,017 449,097 

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △49,920 11,893 

当期変動額合計 △49,920 11,893 

当期末残高 449,097 460,991 

純資産合計   

当期首残高 8,258,502 9,561,122 

当期変動額   

新株の発行 797,114 － 

剰余金の配当 △128,000 △201,191 

当期純利益 695,475 405,548 

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △61,968 33,711 

当期変動額合計 1,302,620 238,068 

当期末残高 9,561,122 9,799,191 
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 

 至 平成23年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成23年４月１日 

 至 平成24年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前当期純利益 1,241,659 851,601 

減価償却費 1,042,444 972,745 

のれん償却額 2,555 846 

負ののれん償却額 △6,505 △6,505 

負ののれん発生益 △20,043 － 

貸倒引当金の増減額（△は減少） 4,113 △5,559 

受注損失引当金の増減額（△は減少） 1,086 5,345 

製品保証引当金の増減額（△は減少） 5,042 5,250 

退職給付引当金の増減額（△は減少） 40,623 37,323 

事務所移転費用引当金の増減額（△は減少） △16,670 － 

長期未払金の増減額（△は減少） △5,982 43,703 

受取利息及び受取配当金 △23,749 △25,080 

支払利息 36,396 27,026 

株式交付費 10,739 － 

受取補償金 － △60,455 

投資有価証券評価損益（△は益） 10,081 3,337 

固定資産除売却損益（△は益） 33,227 55,258 

売上債権の増減額（△は増加） 44,600 △85,285 

たな卸資産の増減額（△は増加） 28,494 124,925 

仕入債務の増減額（△は減少） △332,275 163,329 

未払費用の増減額（△は減少） 18,998 61,499 

その他 △41,157 △325,609 

小計 2,073,679 1,843,694 

利息及び配当金の受取額 31,266 27,493 

利息の支払額 △36,396 △25,548 

受取補償金の受取額 － 82,297 

法人税等の支払額 △234,210 △509,730 

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,834,338 1,418,206 

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有価証券の取得による支出 △4,000,000 △2,050,000 

有価証券の売却による収入 4,710,000 4,450,000 

有形固定資産の取得による支出 △2,077,830 △2,784,497 

無形固定資産の取得による支出 △89,271 △274,651 

投資有価証券の取得による支出 △46,000 △89,131 

その他 △62,357 169,571 

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,565,460 △578,709 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

リース債務の返済による支出 △515,951 △437,707 

配当金の支払額 △128,000 △200,594 

株式の発行による収入 792,458 － 

少数株主への配当金の支払額 △5,460 △4,760 

その他 － △6,084 

財務活動によるキャッシュ・フロー 143,046 △649,146 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 411,925 190,349 

現金及び現金同等物の期首残高 1,384,650 1,796,576 

現金及び現金同等物の期末残高 1,796,576 1,986,925 
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該当事項ありません。 

  

   

 当連結会計年度の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の訂正

に関する会計基準」（企業会計基準第24号 平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計

基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号 平成21年12月４日）を適用しております。  

   

  

(1) 報告セグメントの概要  

 当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、

取締役会及び経営会議並びに予算委員会等において、業績の分析を定期的に行っているものであります。 

 当社グループは製品・サービス毎に戦略を立案し、事業活動を展開しています。従って、当社グループは、

製品・サービス別のセグメントから構成されており、「情報処理サービス」、「ソフトウエア開発」、「その

他情報サービス」及び「システム機器販売」の４つを報告セグメントとしています。 

 各セグメントの内容は以下のとおりであります。 

① 情報処理サービス 

受託計算サービス、ＩＤＣサービス、クラウドサービス、ＡＳＰサービス、ＢＰＯサービスなど 

② ソフトウエア開発 

ソフトウエア開発及びソフトウエア開発に係わるコンサルティング業務、顧客先への常駐によるソフト

ウエア開発業務など 

③ その他情報サービス 

パッケージ販売、ハード保守、人材派遣など 

④ システム機器販売 

システム機器、帳票、サプライ品などの販売 

  

(2) 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産その他の項目の金額の算定方法 

 報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、連結財務諸表の会計処理の方法と同一であります。 

 報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。  

  

(5）継続企業の前提に関する注記

(6）追加情報

(7）連結財務諸表に関する注記事項

（セグメント情報等）

１．セグメント情報
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(3) 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産その他の項目の金額に関する情報 

 前連結会計年度（自  平成22年４月１日  至  平成23年３月31日） 

（注）１．セグメント利益の調整額△1,359,464千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用△1,359,464千円

であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

２．セグメント資産の調整額4,307,294千円は、各報告セグメントに配分していない全社資産4,307,294千円であ

ります。全社資産は、主に報告セグメントに帰属しない有価証券、投資有価証券等であります。 

３．減価償却費の調整額38,312千円は、各報告セグメントに帰属しない本社における減価償却費等であります。 

４．有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額116,935千円は、各報告セグメントに帰属しない本社におけ

る設備投資額等であります。 

５．セグメント利益は、連結損益及び包括利益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

  

  （単位：千円）

  

報告セグメント 

合計 
調整額 
（注）１ 

連結財務諸
表計上額 
（注）２ 

情報処理 
サービス 

ソフト 
ウエア開発 

その他情報
サービス 

システム 
機器販売 

売上高        

外部顧客への売上高  8,110,172  5,209,650  2,267,752  1,202,399  16,789,975  －  16,789,975

セグメント間の内部

売上高又は振替高 
 －  －  －  －  －  －  －

計  8,110,172  5,209,650  2,267,752  1,202,399  16,789,975  －  16,789,975

セグメント利益  1,479,253  855,511  232,423  106,246  2,673,434  △1,359,464  1,313,969

セグメント資産  4,906,974  2,665,839  1,149,241  602,814  9,324,869  4,307,294  13,632,163

その他の項目               

 減価償却費  738,910  138,300  122,762  4,158  1,004,131  38,312  1,042,444

 のれん償却額  837  342  987  388  2,555   －  2,555

 負ののれん償却額  2,132  871  2,513  988  6,505   －  6,505

 負ののれん発生益  6,569  2,684  7,743  3,046  20,043   －  20,043

 のれん未償却残高  277  113  326  128  846   －  846

 有形固定資産及び無 

 形固定資産の増加額 
 1,502,585  371,944  106,563  71,631  2,052,724  116,935  2,169,660
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 当連結会計年度（自  平成23年４月１日  至  平成24年３月31日） 

（注）１．セグメント利益の調整額△1,387,901千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用△1,387,901千円

であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

２．セグメント資産の調整額2,996,819千円は、各報告セグメントに配分していない全社資産2,996,819千円であ

ります。全社資産は、主に報告セグメントに帰属しない有価証券、投資有価証券等であります。 

３．減価償却費の調整額50,438千円は、各報告セグメントに帰属しない本社における減価償却費等であります。 

４．有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額864,903千円は、各報告セグメントに帰属しない本社におけ

る設備投資額等であります。 

 ５．セグメント利益は、連結損益及び包括利益計算書の営業利益と調整を行っております。  

  

  （単位：千円）

  

報告セグメント 

合計 
調整額 
（注）１ 

連結財務諸
表計上額 
（注）２ 

情報処理 
サービス 

ソフト 
ウエア開発 

その他情報
サービス 

システム 
機器販売 

売上高        

外部顧客への売上高  8,081,415  4,929,652  2,100,053  1,183,020  16,294,142  －  16,294,142

セグメント間の内部

売上高又は振替高 
 －  －  －  －  －  －  －

計  8,081,415  4,929,652  2,100,053  1,183,020  16,294,142  －  16,294,142

セグメント利益  1,352,691  606,851  221,226  82,969  2,263,739  △1,387,901  875,838

セグメント資産  7,410,352  2,608,771  1,072,212  654,652  11,745,988  2,996,819  14,742,808

その他の項目               

 減価償却費  673,296  119,531  113,974  15,503  922,306  50,438  972,745

 のれん償却額  276  123  237  208  846   －  846

 負ののれん償却額  2,125  947  1,828  1,603  6,505   －  6,505

 有形固定資産及び無 

 形固定資産の増加額 
 2,023,069  296,270  41,995  24,587  2,385,924  864,903  3,250,827
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 前連結会計年度（自  平成22年４月１日  至  平成23年３月31日） 

(1) 製品及びサービスごとの情報 

セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。 

  

 (2) 地域ごとの情報 

① 売上高 

 海外売上高がないため該当事項はありません。 

② 有形固定資産 

 本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため該当事項はありません。 

  

(3) 主要な顧客ごとの情報  

 （単位：千円） 

（注）株式会社りそなホールディングスにつきましては、属する関係会社の売上高を集計して記載しており 

ます。  

  

 当連結会計年度（自  平成23年４月１日  至  平成24年３月31日） 

(1) 製品及びサービスごとの情報 

セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。 

  

(2) 地域ごとの情報 

① 売上高 

 海外売上高がないため該当事項はありません。 

② 有形固定資産 

 本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため該当事項はありません。 

  

 (3) 主要な顧客ごとの情報  

 （単位：千円） 

（注）株式会社りそなホールディングスにつきましては、属する関係会社の売上高を集計して記載しており 

ます。  

  

２．関連情報

顧客の名称又は氏名 売上高 関連するセグメント名 

埼玉県国民健康保険団体連合会  2,884,575

情報処理サービス、ソフトウエア開

発、その他情報サービス、システム

機器販売 

株式会社りそなホールディングス  2,414,651

情報処理サービス、ソフトウエア開

発、その他情報サービス、システム

機器販売 

エヌ・ティ・ティ・データ・ソフィア 

株式会社  
 2,133,557

情報処理サービス、ソフトウエア開

発、その他情報サービス、システム

機器販売 

顧客の名称又は氏名 売上高 関連するセグメント名 

埼玉県国民健康保険団体連合会  2,932,766

情報処理サービス、ソフトウエア開

発、その他情報サービス、システム

機器販売 

株式会社りそなホールディングス  2,312,773

情報処理サービス、ソフトウエア開

発、その他情報サービス、システム

機器販売 

エヌ・ティ・ティ・データ・ソフィア 

株式会社  
 2,189,453

情報処理サービス、ソフトウエア開

発、その他情報サービス、システム

機器販売 
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前連結会計年度（自  平成22年４月１日  至  平成23年３月31日） 

 該当事項はありません。 

  

当連結会計年度（自  平成23年４月１日  至  平成24年３月31日） 

 重要性が乏しいため、記載を省略しております。  

  

  

前連結会計年度（自  平成22年４月１日  至  平成23年３月31日） 

セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。 

  

当連結会計年度（自  平成23年４月１日  至  平成24年３月31日） 

セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。 

  

    

前連結会計年度（自  平成22年４月１日  至  平成23年３月31日） 

セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。 

  

当連結会計年度（自  平成23年４月１日  至  平成24年３月31日） 

該当事項はありません。 

  

   

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報

４．報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報

５．報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報
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（注）１．潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

２．１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。  

３．１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

  

  

  

     該当事項はありません。  

  

  

（１株当たり情報）

  
  
  

前連結会計年度 
（自  平成22年４月１日 
至  平成23年３月31日） 

当連結会計年度 
（自  平成23年４月１日 
至  平成24年３月31日） 

１株当たり純資産額 円 1,856.91 円 1,903.00

１株当たり当期純利益金額 円 171.54 円 82.65

  
前連結会計年度 

（平成23年３月31日） 
当連結会計年度 

（平成24年３月31日） 

純資産の部の合計額（千円）  9,561,122  9,799,191

純資産の部の合計額から控除する金額 

（千円） 
 449,097  460,991

（うち少数株主持分）  (449,097)  (460,991)

普通株式に係る期末の純資産額（千円）  9,112,025  9,338,200

１株当たり純資産額の算定に用いられた期末の

普通株式の数（株） 
 4,907,100  4,907,100

  
前連結会計年度 

（自 平成22年４月１日 
至 平成23年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成23年４月１日 
至 平成24年３月31日） 

当期純利益（千円）  695,475  405,548

普通株主に帰属しない金額（千円）  －  －

普通株式に係る当期純利益（千円）  695,475  405,548

期中平均株式数（株）  4,054,285  4,907,100

（重要な後発事象）
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